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メ ヒ シ バ 属 植 物 の 生 理 生 態(第3報)

土壌の酸度並に石灰含量 とメヒシバの

発芽並に生育に就いて*

清 水 正 元

   Physiological and ecological studies 

       on Digitaria plants. III 

The influence of the acidity and the lime 

content of the soil on the germination and 

   the growth of Digitaria sanginalis 

        Scop. var. ciliaris  Doe11 

          Masamoto Shimizu

緒 言

Mevius6)はPanicumsanguinale(Digitariasanguinalis(L.)ScOP.)が 石灰 分

の 豊 か な 土 壌 か ら,そ の極 め て欠 乏 した 土 壌 まで分 布 す る事 を報 告 し た.筆 者 も叉 先 き に

酸 性 土 壌 及び 石 灰 岩 土 壌 地 帯 に於 け る雑 草 群 落 を調 査 し,メ ヒシ バ は両 地 帯 に わ た り広 く

分 布 す る も前 者 に は特 に 多 く,而 か も原 野 が 開 墾 され て 肥料 分 が幾 らか供 給 され る と急 激

に繁 茂す る傾 向 が あ る事 を認 め た.11,12,13)

此 等 の 原 因 は,前 報tn)に よ り或 程 度 の説 明 が つ く と思 わ れ るが,此 等 の 点 を 更 に 明 確 に

す る為 に前 報1`}》に 用 い た と同 じ土 を 用 い,こ れ に 施 肥 し叉前 報 の実 験 の 時 よ り更 に 多量 の

石 灰 加 用 区 を もr設定」 し再 び 実 験 を試 み た.

本 研 究 は 恩 師小 島教授 の御 懇 篤 な る御 指 導 と,甲 斐 秀 雄,河 村 久 両 君 の 御 助 力 に よつ て

行 わ れ た.こ こに 深 甚 な る感 謝 の 意 を 表 す る.

実 験 方 法

A供 試土,前 報1のと同じ所の 土壌即ち香椎第三紀層頁岩の風化生成土である埴質酸性

土を用いた.本 土壌の一般常成分は,川 島氏5)に よると,大 工原氏3)の土壌系統別土壌の

*日 本植物学会九州支部大会(1954年5月30日)に て要旨講演.文 部省科学 試験研究費に よる研

究 の一部.



全 国 平 均 に 比 べ て,珪 酸,礬土,鉄 に 富 み,石 灰,燐 酸 に 欠 乏 し,加 里 は比 較 的豊 富 で 平

均 値 に 等 しい.翠

B供 試 土 の 調 製,3月15日 陶 製Wagner氏 鉢 及び 維 薬 を 塗つ た 植 木 鉢(径24cm)

を 用 意 し,夫hに14kg及 び4kgの 風 乾 細 土 を入 れ,こ れ に 第1表 に 示 す様 に種 々の

割 合 に 沈 降 炭 酸 石 灰 を加 え て よ く 混 和 し 各 々8種 類 の土 を 調 製 した ・ 荷 本実験 に於 て は

Wagner氏 鉢 を 主 と し,植 木鉢 は 補 助 的意 味 に取 扱 つ た ・3月16日 風 乾 細 土1kgに っ

き450ccの 蒸 溜 水 を 加 え,4月10日 風 乾 土5kgに 対 し(NHS).,SOS・ ・1.49,NaHL

PO4・H20…1.39,K・_,SOE…0.679の 割 合 で水 に溶 か して 施 肥 した.4月25日上記 土 壌 を

Wagnerpotか ら上 部 半分,植 木鉢 は 全 部夫 々別 々に バ ケ ツに移 し手 で よ く混 和 し,そ の

一 部 をpH測 定 用 に 取 り残 りは 夫 々全 部 叉 元 の鉢 に戻 した(第1表).

C実 験材 料,九 州大 学 植 物 園 に 栽 培 した メ ヒシ バ数 株 か ら1950年10月4日 完熟 種 子

を採 り実 験 室 に供 試 日迄 紙 袋 に入 れ て保 存 した.

第1表.供 試 土 の 石 灰 含 量 及 び 酸 度.

備 考Wp:Wagerpot.Fp:植 木 鉢.

Fe:試 験前.Ae;試 験 後.

A;Antimony電 極 に よ るpHの 測 定.

Q:Quinhydron電 極 に よるpHの 測定.

D管 理,5月2日 各鉢100粒 宛播種,5月23日 各鉢等間隔に10本 宛残 し他を抜 き去

り,5月33日 各鉢4本 宛を残 し他を除去 した.6月13日 第1回 目,7月6日 第2回 目,

10月12日 第3回 目の写真撮影,こ の最後の日に収穫 した.街 給水には九大農学部の水道

水を当てた.

*土 壌 の常成分(細 土100分 中)

備 考.大 工原氏に於ては一半酸化鉄,一 酸 化鉄の含量を記載 してあつたが,本 表では其 の

合計値を酸化鉄の欄 に記入 した.



27第1図(6月13日 写す)



第2図(7月6日 写す)



第3図(10月12日 写す)



実 験 結 果

A発 芽,播 種 後 約10日 目の5月11日 か ら 発 芽 を始 め,播 種 後36日 日の6月6日 に

は大 部 分(約88%)の 種 子 が発 芽 した.こ れ を一 般 作 物 の種子 に 比 較 す る と,其 の発 芽

は 極 めて緩 慢不 齊 ・と云 うべ き で あ る.術 土壌 の種 類 に よる発 ぢ{状態 の 変化 は 前 報 μ})と殆

ん ど同 じ結 果 が 得 られ た.

B栄 養 生 長 期,6月13日 及び7)16日 の写 與(第1～3図),7月6F-1,7)J20日

の地 上 部 伸 長 度(第2表)か ら見 る と,地上部 の生 長 は 試 験 区 間 に あ ま り差 異は な い が,

幾 分 酸 性 側 が ア ル カ リ性 側 よ り良 く,III区(弱 酸 性)あ た りに 最適,ll(があ る.

次 に 土 壌 中 の石 灰 含量 及 び 一土壌酸 度 の 植 物 体に 対 す る 影響 に 就 い て 見 るに 春か ら夏 に か

け て栄 養 生長 期 間 に於 ては,中 性 に近 いIV区 を界 に してlll菱性 側(1～III)区 は葉 がlll昧

を帯 び て緑 薄 くそれ が 先 端 か ら葉 脚 部 に 向 つ て 一FI1味の 強 い_rf」紫色 に着 色 し,葉 が 立 つ傾 向

を 示 して い る.こ れ に 反 し ア ル カ リ性 側(V～VIII区)は 葉 及 び茎 が 強 く紫 色 を帯 び 特 に

VII,VIII区 で は 藁端 が 赤 くな る.そ して葉 は軟 か く垂 れ る傾 向が あ る.し か し9月7日

頃即 ち栄 養 生 長 の 末期 に な る と,第1区 に 於 て葉 に赤 紫 色 が 強 く出 て 逆 にVII,VIII区

に赤 紫 色 が 薄 くな る様 で あ る.而 し て1,II,III区 では 下葉が 殆 ん ど枯 死 して来 る がIV

～VIII区 で は 僅 か に枯 死 し て い るに 過 ぎな い.叉9月7日 測 定 の 最 長 茎 の 伸長 度 を見 て も

む し ろ ア ル カ リ性 側 に イ申び が幾 らか 良 い様 に 見え る.此 等 の 点 か ら酸性 側 が,ア ル カ リ性

側 よ り栄 養 生 長 が 早 く進 ん で早 く終 るの で は な いか と思 わ れ る.

第2表.Wagner氏 鉢 に於 け る最長 茎 の伸長 度(単 位cm).

C収 穫 時 の調 査,10月12日 収 穫 したWagner氏 鉢 に 於 け る 調 齢1藻 は第4表 の通

りで,地上 部 の生 長 は 酸 性 側(1～III区)に 於 て優 れ,共 最適 点 はIll区(pH6.39,

CaCo30.6%)附 近 で,一 方 地 下 部 の生 長 は地上部 ほ ど明 瞭 な 相 違 は 認 め られ な い が,最

適 点はIV区(pH6.'74CaCo;;0.8%)あ た りで あ る.

次 に 生 殖 生長 の状 態 を 見 る に,9月10日 即 ち播 種 後約4'T/lに し て穂 が 出 始 め,10JJ

中旬 の 収 穫 日 まで 次 々と穂 が 出 ては 開 花結 実し其 間 に1株 約40本 の穂 が 出 る.而 して収

穫 迄 の総 穂 数 は 酸 性 側 に 於 て 多 い傾 向が あ り,生 殖 生 長 も酸 性側 が 幾分 盛 ん で あ る と思 わ

れ る・ 以上 の様 に 初 め に結 実 した種 子 と生 育 の末 期 に 結 実 した 種子 との 間 に は,1ヶ月 以

上 の期 間 が あ つ て,種 子 の 成熟 も亦 作 物 種子 に比 較 し て極 め て 不 齊 ・で あ る 事が わ か る.

以 上 発 芽 か ら収 穫 迄 の 状 態 を 通 して見 る と,メ ヒシ バ は土 壌 の酸 性 側 を ア ル カ リ性 側 よ

り幾 分 好 み,全体 的 に 前 報 よ り極 め て 良 く繁 茂 した.そ して前 報 に於 て正 常 の発 育 を しな



第3表.収 獲 時 の 生 長 状 態.

備考1・ 数値は平均1株 の値2.伸 長度は上葉迄 の長 さ.

3.穂 数申()内 の数字は収獲迄の総穂数.

かつた無石灰酸性区及びCaCo31.4%区 より更に多量の石灰加用区(CaCo.2.5%)に

於ても最適区にあまり劣らぬ生育を示した.

斯 くてメヒシバは,必 要な養分さえあれば土壌酸度及び 石灰含量に対して極めて大きい

適応力を有している事がわかつた.

論 議

メヒシバ種子の様に発芽の緩慢不齊 一性は,早 産性,多 産性,小 粒性 と共に雑草種子 の

特性 とされるところであつて,1・7)此等諸性質が 雑草をして戯唇せしむる一因を なしてい

る.し かしメヒシバに於ては,前 年に成熟した種子は環境条件次第で翌年に殆んど全部発

芽する事,叉 実験的には一齊に而 も割合短期間に発芽せしむる事も可能である事14・15)は本

雑草の防除上考慮すべき事と思われる.

この度の実験で見ると,メ ヒシバが無石灰酸性区(pH4.5)か らCaCo:;2.5%の アル

カ リ性区(pH8.06)に 至るまでよく繁茂しているがこの事は,メ ヒシバが土壌酸度並に

石灰含量に対する適応力の大きい事を示す もので,此 点Mevius6)の 報丈を数量的に証明

したものであ り,メ ヒシバが生態学上恒存種 と称せられる一因であろう.

叉本種が土壌酸度の酸性側でアルカ リ性側よりよく生育する事は,筆 者の群落調査に於

で1)*メ ヒシバが石灰岩土壌地帯 より酸性土壌地帯に多く分布している事実を裏付けるも

のであろう.

原野が開墾されて耕作が始まるとメヒシバは急激に増加するものであるが,こ の点につ

いては原野に於ける強い土壌酸度が共生育を妨げていると考えるより,む しろメヒシバの

生育の制限因子 となつていた不足した養分が開墾地になつて補給された事に 意味があるよ

*詳 細は後 で発表の予定.



うである*

今回の実験で見ると,前 報の実験に於けるよりもはるかに広い酸性及びアルカ リ性土壌

にわたつて生育が可能であつた.そ れから考えると,前 報の酸性及びアルカ リ性両端に於

て生育が不良だつたとい う事は,只 強酸性,強 アルカリ性 とい うよりむしろ肥料不足と考

える方がよろしい様である.即 ち前報に於て石灰の加用が,メ ヒシバの酸性土壌に於ける

生育を良 くした原因の一部 として考えられ る事は,実 験に用いた土が珪酸,礬土,鉄 に富

み,燐 酸に欠乏している為に,燐 酸鉄,燐 酸アル ミニウム等不溶解性の状態にあつた燐酸

分が,石 灰加用により比較的可溶性の燐酸二石灰,燐 酸三石灰の形に変つた事,及 び石灰

加用によりA1イ オン,Mnイ オンの害からまぬがれた事等である.叉 之と反対に過量の

石灰を加えた場合,(CaCo,;1%以 上)非 常に生育が悪 くなつたのは,石 灰の増加に伴 う

土壌のアルカリ性化によつて土壌中 の植物養分の溶解度が減 じ殊に,Fe,P205の 吸収障

害が起つたのではないかと思 う.

土壌酸度及び石灰含量の植物体に対する影響に関する色 々の報告2,1・s・9・IM7119)から推察す

ると栄養生長期間中 に出現す る外部形態的特徴は,土 壌酸度の直接影響だけではなく土壌

無機成分特に,A1,Mn,Ca,P20δ,N等 との複合作用の結果が主ではあるまいかと想

像されるところであるが,今 後の研究にまちたいと思 う.

摘 要

1.第 三紀 層 に 由来 す る埴 質 酸性 土壌 に 種 々 の割 合 に 沈 降 炭 酸 石 灰 を 加 え,pH4.5～8位

の範 囲 で8種 類 の土 を作 り,夫 々に 一 定 の割 合 で 施 肥 し実 験 に供 した.

2.メ ヒシバ は 無 石 灰 酸性 区(pH4.5)か ら 石 灰 含 量 の 極 め て 多 い アル カ リ 性 区(pH8

CaCos2.5%)ま で よ く繁 茂 す る.即 ち土 壌 酸度 及 び石 灰 含 量 に対 し極 め て大 き い適 応

力 を有 して い る.し か しいず れ か と云 えば,酸 性 側(pH4.5～6.7CaCosO～0.8%)に

於 て アル カ リ性 側(pH7～8,CaCo:;1～2.5%)よ り 幾 分 生育 が よ く,其 最 適 点 は

pH6～7CaCo;;0.6～0.8%あ た りで あ る.

3.石 灰分 に 乏 しい 酸 性 土 壌 に 於 て は,石 灰 分 に 富 ん だ アル カ リ性 土 壌 に 於 け る と外 観 的

に 異 つ た様 相 を 呈 す る事 が 観 察 され た.
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Summary 

1. The highly acid mineral soil originated from tertiary strata was used for 

     this experiment. The soil was divided into 8 parts, and each of them 

    was mixed with various amount of CaCo3ranging from 0 / to 2.5 / of 

     the soil, so as they indicate respectively various pH values at the range 

     of about 4.5-8.0 ; after that the definite amount of the manure was 

     added to each part. The soil thus prepared was put in a Wagner pot or 

     a glazed pot and was employed for cultivation of the plant. 

2. Plants can grow well over a wide range of soil acidity from acid soil to 

     alkaline one. It can 133 said, therefore, that the plant is not so sensitive 

     to the soil acidity and the lime content of the soil ; yet it is also accept-

     able from the experiment that the plants rather prefer to grow on the 

     acid soil with a little lime (pH 4.5-6.7 ; CaCo3 0-0.8 /) than the 

     calcareous alkaline soil (pH 7-8 ; CaCo3 1-2.5 /), and that the optimum 

     point is on a pH value of 6-7, and CaCo3 content of 0.6-0.8 /. 
3. It was observed that the plants grown on the acid soil with a little lime 

     possessed a physiognomy different from that on the calcareous alkaline 
     soils.
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